
交通安全協会だより（令和５年６月号）

～今年、交通死亡事故が増加しています～

今年５月末の徳島県の交通事故発生状況

・発生件数 ７１８件 （前年比－７８）

・死者数 １３人 （前年比＋ ４）

・傷者数 ８５２人 （前年比－９７）

交通死亡事故の特徴

・死者のうち高齢者 ９人（前年比＋２）

・夜間事故 ７人（前年比＋５）

・歩行者の死者 ７人（前年比＋６）

うち高齢者 ５人（前年比＋４）

・交差点の事故(付近含む) ６人（前年比＋４）

うち歩行者の事故 ４人（前年比＋３）

・四輪乗車中の死者 ５人（前年比－１）

うちシートベルト非着用 ３人（前年比＋２）

○夜間の交通事故防止

・歩行者は、明るい服装、反射材を身に付けましょう

・歩行者は、横断歩道が近くにある場合、横断歩道を利用しましょう

・ドライバーは、薄暮時間帯、早めのライト点灯に努めましょう

・ドライバーは、対向車や先行車がない場合、ハイビームを活用しま

しょう

○歩行者の保護について

・横断歩道は歩行者優先、ドライバーには横断歩道手前での減速義務、

停止義務があります。

・横断歩道以外の場所を横断している歩行者、斜め横断、走行車両の

直前直後の横断などの法令に違反する歩行者の事故も発生していま

す。交通事故防止のため、交通ルールを守りましょう

徳島県交通安全メインタイトル(年間スローガン)

『阿波の道 ゆずる心と 待つゆとり』


